
１５．研修・国内留学 
 

氏  名 研 修 名 期 間 研  修  内  容 実 施 機 関 

     

大 西   浩 平成１３年度総合課程 13. 4. 2～ 国土交通省職員としての自覚を促し、 国土交通大学校 

 新規採用（Ⅰ種）研修  13. 4. 20 行政実務への適応性を高めるために必  

  (4.3～6は､第 要な知識の修得を図る。  

  35回国家公務員合同   

  初任研修に参加)   

     

大 西   浩 第３５回国家公務員 13. 4. 3～ 国土交通省職員としての自覚を促し、 総務省人事・恩給

  合同初任研修  13. 4. 6 行政実務への適応性を高めるために必 局・人事院公務員

   要な知識の修得を図る。 研修所 

     

大 西   浩 平成１３年度 13. 6.18～ 将来、本省庁の行政部局において政策 人事院 

   初任行政研修  13. 8.17 の企画・調整の衝に当たることが見込  公務員研修所 

   まれる各省庁の初任係員について、①  

   セクショナリズムの弊害の排除、②国  

   民の価値観・行政ニーズの多様化への  

   対応、③国際化等変化する時代への対  

   応を基本的な視点として、国民全体の  

   奉仕者である公務員としての自覚を促  

   し、行政の基本の理解を深め、公務員  

   としての基礎的素養を付与するととも  

   に、合宿生活による研修員相互の理解  

   を通じて政府職員としての一体感を培  

   う。  

     

鈴 木   恒 情報システム統一研修 13. 9. 3～ 各種データベースの総合利用の考え方 総務省行政管理局

 「第26回データベース  13. 9. 7 や構築、運用のため知識・技法を修  

  コース」  得。  

     

折 原 香代子 独立行政法人会計事務 13. 9.17～ 独立行政法人における適切な会計事務 国土交通大学校 

川 上 貴 行 （基礎）研修  13. 9.21 処理を確保するため、会計担当職員等  

井 髙 嘉 洋   に対し、独立行政法人会計の基本的仕  

   組みについての基礎的知識を付与す  

   る。  

     

井戸川 純 子 平成１３年度総合課程 13. 9.26～ 最近の経済社会情勢の変化に的確に対 国土交通大学校 

 政策基礎研修  13.10.19 応した国土交通行政の遂行能力を高め  

   るために必要な高度の知識の習得を図  

   る。  
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氏  名 研 修 名 期 間 研  修  内  容 実 施 機 関 

     

布 田   健 平成１３年度専門課程 13.10.30～ 国の福祉施策に関する高度の知識及び 国土交通大学校 

 福祉のまちづくり研修  13.11. 9 総合的な企画能力を修得させ、福祉イ  

   ンフラの整備及び管理に係る企画、立  

   案及び遂行能力の向上を図る。  

     

折 原 香代子 独立行政法人会計事務 13.11. 5～ 独立行政法人における適切かつ効率的 国土交通大学校 

川 上 貴 行 （専門）研修  13.11. 9 な会計事務処理を確保するため、会計  

井 髙 嘉 洋   担当職員等に対し、独立行政法人会計  

   の専門的知識を付与する。  

     

石 﨑 久美子 第１回関東地区 14. 1.10～ 公務員倫理の高揚に資するため、管内 人事院関東事務局

 ＪＫＥＴ指導者養成コ  14. 1.11 の各機関の研修指導に当たる職員に対  

 ース  し、討議式研修「公務員倫理を考え  

   る」（ＪＫＥＴ）の指導方法を修得さ  

   せるとともに、その普及促進を図る。  

     

川 﨑 敦 司 平成１３年度初任係長 14. 1.22～ 管理監督者として必要な基礎的知識を 国土交通大学校 

 （本省ブロック）研修  14. 1.25 修得させる。  
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